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2021年度







サーキュラーデザイン持続可能な社会をつくる製品・サービス・ビジネス, 水野大二郎・津田和俊 著, 学芸出版社, 2022



2021-2022年度



静電気量の違いを利用したウール/ポリエステル混毛の分離、レーザーによる脱色

羊毛廃棄物の微生物処理の研究例

リサイクルのための無水脱色

めん羊牧場視察

国産羊毛・羊飼いの調査

羊毛のマテリアルフロー調査

環境影響評価（LCA）

2022-2023年度



2024年3月香港：HKRITA (The Hong Kong Research Institute of Textiles and Apparel) 視察

Garment-to-Garment (G2G) Recycle System
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http://www.hkrita.com/storage/uploads/7686cb12-4ea1-4ff3-8e35-fad1dcda3566/G2G_Learning-(1).mp4



2024年度は、微生物ケミカル
リサイクル（青矢印）と、
無脱色マテリアルリサイクル
（赤矢印）に着目



● 定例（ほぼ）毎月の情報交換会
•学外から有識者、某銀行の参加
•プロジェクトの計画
•外部資金、国内外の動向、コンソーシアムメンバーなどの情報共有
• HKRITAとの継続的コンタクト（2024.7.17、2025.1.20 本学にて会議開催）

● 関連研究の推進とプロジェクト準備
•エコデザイン、LCAの研究推進
•装置、技術者・アドバイザーの確保、共同研究契約準備
•メンバー発掘のための講義提供や関連プロジェクトへの参画

● 外部資金申請（一参画機関として）
• NEDOバイオものづくり革命推進事業「繊維to繊維資源循環システム構築の実現に向けた研究開
発・実証」⇒不採択

• JST共創の場形成支援プログラム「環境・デザインを突破口とする未来創造テキスタイル共創拠
点」

2024年度の活動



イベント・講義
・ 2024年8月／京都精華大学集中講義サステナブルファッション（津田）
・経産省のみらいのファッション人材育成プログラム支援 https://miraino.fashion/（津田・奥林）

学会・国際会議
・ Sakaue, M., Tsuda, K., Mizuno, D. (2024). Exploring the Wool Futures Through Circular Design 

Perspective in Japan. In: Cantista, I., Ritch, E.L., Shearer, L., Pérez-Bou, S., Khar, S.S. (eds) 

Fashion for the Common Good. GFC 2023. Palgrave Macmillan, Cham. https://doi.org/10.1007/978-

3-031-50252-1_14

・ 2024年4月-12月／Global Fashion Conference 2024, Scientific Committee （津田）

外部資金・共同研究等
・共同研究契約（紡績会社）準備中
・寄附金（銀行）準備中

2024年度の成果
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https://miraino.fashion/
https://doi.org/10.1007/978-3-031-50252-1_14


出典：https://gfc-conference.eu/ 



https://miraino.fashion/



今後の展望

 無脱色マテリアルリサイクル(赤矢印)

の実装による見える化と周辺技術開発
 微生物ケミカルリサイクル(青矢印)の
再構築

 上記達成のための外部資金調達とコン
ソーシアム(技術・デザイン・ビジネ
ス)作り
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